
教科：（工業）　科目：（課題研究）　単位数（３単位）　対象：（第３学年　Ｍ１組・Ｍ２組）　　 教科 教務 副校長 校長

使用教科書：工業技術基礎（実教出版）　機械製図（実教出版）　機械設計１，２（実教出版）　準教科書：機械実習１・２（実教出版）

・	工業に関する課題、問題点を発見し、説明できる。

・課題解決の過程で、「PDCAサイクル」について理解し、実践する
ことができる。

・課題解決の過程で、専門的な知識と技術を身につけることができ
る。

・課題解決の過程で、自ら学び自ら考え、主体的に判断し、問題を
解決する資質、能力を身に着けることができる。

・実習中の事故防止のための方法を具体的に説明できるとともに、
安全作業を行うことが出来る。

・	実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出することがで
きる。

・研究成果発表会において、仲間と協力して、発表ができる。

指導内容
【年間授業計画】

科目(機械製図）の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）

【年間授業計画】
評価の観点等

予
定
時
数

教科担当者：（伊藤　正一　㊞　、　金子祐治　㊞　、　佐藤　利章　㊞　、　台　　大樹　㊞　 ）

 　　　　　　　　（高野　浩二　㊞　、　竹内　勝彦　㊞　、　樽味　浩一　㊞　）

５
月
～
２
月

１．生徒を7班に分け、7つの工業に関す
る課題を設定し、その課題の解決を図る
学習を通じて、専門的な知識と技術の深
化、総合化を図るとともに、問題解決能
力や自発的かつ創造的な学習態度を育て
る。

・工業に関する課題、問題点
と、問題解決への過程を見つけ
られる。

・仲間と協力し、問題解決への
積極的な姿勢が見て取れる。

・問題解決への課程をレポート
にまとめている。

・安全作業や正しい作業手順を
理解している。

・発表会で、研究内容を発表
し、プレゼンテーションができ
る。
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年間授業計画 １年間の計画を確認した後押印


